


写真部
二科賞：野口恭平

デザイン部 ポスター大賞：高見結子

絵画部
二科賞：今泉光治

彫刻部
ローマ賞：林　一平

二科展の歩みと現在

支援講座・ワークショップ

チヤリティー
1階の休憩室に場所を移して２回目の二科ショップに､絵画・彫刻・デザイン・
写真部会員による小作品のチャリティーコーナーを設けました。
純益はNHK厚生文化事業団､首里城未来基金への寄付とさせて頂きます。

ギヤラリートーク

講演会

4部のギャラリートークは、上記の日程で開催します。

絵  画  部▷9月10日（日）13：00～
彫  刻  部▷9月10日（日）14：00～
デザイン部▷9月9日（土）15：00～
写  真  部▷9月9日（土）11：00～ / 9月16日（土）11：00～

当日、各部の入り口にお集まりください

絵画部作品研究会

会員が出品者作品の前で質問を受けながら行う合評形式の研究会です。
次へのステップアップに向けて是非ご参加下さい。

◉9月6日（水）12：00～14：00 ［集合：1A/2A/3A各展示室］

EVENTEVENT
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　二科会は1914年（大正3年）文展（文部省美術展）の洋画部に対して新進作家たちが「第二科」の新設を働きか
けました。しかしそれは実現できず、有志達の熱い気持ちは日本洋画界の革新をめざして二科会は結成されました。
　二十世紀の初頭からわが国、洋画界の先駆けとして「流派にとらわれず、新しい価値を尊重し、創造者の制作上の
自由を擁護する」ことを信条に一世紀を越え、歩みを続けております。
　この間、常に時代の新傾向を吸収し、洋画界の黎明期から多くの著名な芸術家を輩出してきました。二科会に
所属し活動に参加した主な作家は、安井曾太郎、熊谷守一、東郷青児、岸田劉生、梅原龍三郎、小出楢重、中川一政、
林武、佐伯祐三、宮本三郎、岡田謙三、藤田嗣治、岡本太郎などがおります。また二科展では当時の海外の巨匠の
マチス、ピカソ、ブラック、モネ、ザッキン、ロダン等の作品をいち早く展示・紹介した歴史を持ち、国際的視野を持つ
二科会として、メキシコ、フランス、スペイン、ポルトガル、ベトナム等、欧米・アジアの多くの国 と々芸術交流を重ね、
現在に至っております。

第106回二科展受賞作品

観て聞いて感じる 学ぶ芸術の秋 二科展

EXHIBITION

第107回二科展　開催にあたって

　長い間、コロナ禍で思うような活動ができませんでしたが、本年は規制が緩和
され、従来に近い環境での活動が出来るようになりました。
　二科会は開かれた会としての活動を力強く再開いたします。不自由な期間の
抑圧された思いを自在に取り入れた作品の展示となります。
　第107回二科展は全国からのエネルギッシュな作品が集結いたしました。会場
構成にも工夫をこらし展示を演出した見応えのある新鮮な会場となっています。
　また、今回はウクライナの写真家の作品を写真部の休憩室に展示いたします。
ウクライナの現状を伝えるだけではなく写真として見ごたえのある作品です。
　是非ご高覧いただきたく、ご案内申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人 二科会　理事長　生方純一

彫刻部オープニング・トーク

彫刻展示室にて107回二科展授賞者、推挙者によるトークです。
107回二科展オープニングに是非お越しください。

◉9月6日（水）11：00～12：00 ［集合：1D彫刻部展示室］

支援講座・ワークショップ、並びに講演会に参加するためには
申し込みが必要となりますので必ず詳細をご覧ください。
詳細は下のQRコードでご覧いただくか、二科会公式ホーム
ページ（https://www.nika.or.jp/）をご覧ください。
QRコード、ホームページをご覧になれない場合は二科会事務局
までお問い合わせください。

　日時 ： 9月8日（金） 午前の部：10時30分より
　　　　　　　　　 午後の部：13時30分より
　会場 ： 国立新美術館 講堂 　※参加費：3,000円
　　　　　定員70名（参加申し込みが必要となります）
　講 師
◉午前の部：塙　珠世（常務理事）
　「茶碗のひびから白馬が翔んだ。描くって楽しい！」
◉午後の部：黒川彰夫（理事）
　「色面構成から思わぬ景色が見えてくる」

支援講座・ワークショップ/講演会の参加申し込み

◉中山ダイスケ（東北芸術工科大学学長）講演
　日時 ： 9月15日（金） 午後2時から講演60分
　　　　　　　　　　　中原常務理事との対談30分
　会場 ： 国立新美術館 講堂 　※参加費：3,000円
　 　　　　　 定員70名 （参加申し込みが必要となります）
　講演テーマ：「生き方としてのアーティスト」
　対談テーマ：「柔軟な発想には何が必要か」

◀「支援講座・ワークショップ」参加申し込み

「講演会」参加申し込み▶
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　［アクセス］
■東京メトロ千代田線
　乃木坂駅 青山霊園方面改札 ６出口（美術館直結）

■東京メトロ日比谷線
　六本木駅4a出口から徒歩約 5 分

■都営地下鉄大江戸線
　六本木駅 ７出口から徒歩約４分

〒106-8558
東京都港区六本木7-22-2
（会期中）Tel.03-6812-9921

国立新美術館ホームページ▶

国立新美術館

　来年はあなたも二科展に出品してみませんか。作品を制作している
方、アーチストを目指している方など、新しい才能を求めています。
基本的に高校生以上の方ならどなたでも挑戦できます。
　作品は未発表のものに限ります。会期は毎年９月初旬に開催され、
絵画部・彫刻部の応募作品の搬入は８月中旬、デザイン部は７月下旬、
写真部は 3月初旬に受け付けています。
　なお、上記の通りそれぞれの部によって募集日程や出品規約、搬入
場所が異なりますので応募に関しての詳細については各部事務局に
お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

■各部 事務局
［絵画・彫刻］ 〒160-0022 東京都新宿区新宿4-3-15 レイフラット新宿501  Tel.03-3354-6646
［デ ザ イ ン］ 〒840-0032 佐賀県佐賀市末広2-11-10 Design Studio SHOW内  Tel.080-3547-2501
［写　    真］ 〒106-0031 東京都港区西麻布1-4-20 ワルトハイム西麻布601  Tel.03-3470-8033

■入場料
　　　　　　　　　　当日　　　　前売　　　　団体（20名以上）
一　　　　般　　　 1.000　　　  800　　　　800
大学・高校生　    　　800　　　　600　　　　400　
中学生以下　　　　無 料

★あなたの作品を二科展に応募しませんか！
CHAL

LENGE
！

 二 科
 展

■第107回二科展 巡回展 （予定）

※障害者とその介護者 1名は無料です。
■二科展のチケット、招待券をお持ちの方は二科展会期中に限り、国立新美術館企画展の
「テート美術館展　光　― 　ターナー、印象派から現代へ」を割引料金にてご覧いただけ
ます。他割引との併用はできません。

※二科展観覧の際には二科会公式ホームページで最新情報をご確認ください。
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2023 9月6日（水）～9月18日（月・祝） 休館日：9月12日（火）

絵画・彫刻・デザイン・写真

2023第107回

107TH NIKA ART EXHIBITION 2023

東 海 展
　

金 沢 展
　

京 都 展
　

2023年10月3日～10月9日
愛知県美術館ギャラリー

2023年11月9日～11月19日
金沢21世紀美術館ギャラリーA

2023年11月21日～11月26日
京都市京セラ美術館

2023年11月28日～12月10日
尼崎市総合文化センター

2024年1月23日～1月28日
広島県立美術館 県民ギャラリー

2024年3月3日～3月10日
鹿児島県歴史・美術センター 黎明館

大 阪 展

広 島 展
　

鹿児島展
　

2024年3月19日～3月24日
福岡市美術館

福 岡 展
　

※巡回展日程は、変更になる場合があります。

二科展詳細は二科展ドットコム ホームページでもご覧になれます。 http://www.nikaten.com

◀二科展ご案内_GUIDE

二科展ドットコム▶
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